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繭鐙海溝⑳飽蟹蒐撃

②

那智を中心として

那魯駅を中心として南ほ勝浦1湯

川北は那智ノ滝｡字久井海岸にい

たる地域は海岸の温泉地をひカ､え

て観光の名所である宙そればかり

でなくこの地域で集中的に南紀を

つくる岩石｡単層の代表的なものカ§

みられまた鉱山をみることもでき

､る.経済的に余裕があれば勝浦温

泉またほ湯川温泉にとまるのがよい

ことはいうまでもない.勝浦で遊

覧船にのれば勝浦湾内を100円で一

巡してくれ熊野層群の中部層をよ

くなカミめることポできる.勝浦又第20図

は那智駅から妙法スカイラインコｰスの定期観光バスに

のれぱ那魯ノ滝から妙法山'の中腹までっれていってく

れる･途中熊野層灘の上部層熊野酸性火成岩類の

典型的な露頭(那智ノ滝)をみることができまた妙

法鉱山を遠望することができる.バスの終点から山を

氷野篤行

凡例

'壁織

轟鱗瑞1騨簸

第21図

郭智ノ滝花開

薮碧からできて

v･る最上都の

節理の入四方

(水平)が中下部

(垂直)と異なる

ことに注意.

甲}峨榊夢､

那智ノ滝付近の地質図

べたてた海の眺めはすばらしい.宇久井海岸に行くの

ほ少々不便だ.もし時間的余裕と興蹴ミあれば行くの

がよいだろう.地形的には第20図で熊野酸陸水成岩

類の分布地域はかなり切りたって高く最高750㎜近く

に達するがそれ以外のところはせいぜい高さ200～300

㎜どまりで海岸にむかって次第に低くなる(地形の特

徴は妙法スカイラインに上るとよくわかる).

那智ノ滝那智駅を出た妙法スカイラインコｰス行の

観光バスは都留川にそって上り最初に那智ノ滝でとまる.

途中のことは役まわしにしてまず那智ノ滝から説明しよ

う.パスをおりてしぱらく杉林のなかを下って行くと

まもなく絵葉書などでおなじみの那智ノ滝カミ姿をあらわ

してくる.高さ133mの威容をほこる滝は全部花筒斑

岩からできている.滝の石を思う存分ノ･ンマｰでと

胸をおどらせていくとかっかりする.というのは滝白

体力茎ここにある飛滝神社のご神体であって写真のよう

に滝壷の事前に鳥居カミありしめなわがはられ不心得

ものカミ立ちいることかできないようになっている.滝

だけでなく付近一帯は神域であるから注意しなければ

ならない(灘鰯)ヨ滝の岩石は遠望するだけでがまん

しよう･ただ鏑藷咽にみられるように大部分には

重直の柱状節理場槻則正しくはいっているか滝の最上

部では水平の節理も発達していることに注意していただ

きたい.付近一帯紀も滝をつくるものと同じ花嵐斑岩

か露出してv･る.バス停付近の石垣｡石段につかって�
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いる岩石は全部花開斑碧である.風化面でみると褐色

をおびた色だが少し新鮮な面でみるとやや青味をお

びた灰色の基質のところに白い長石(大き〉･ものは

1cm近くの長さアルカリ長石と斜長石)の斑晶がう

きだしてみえさらに手にとってみると半透明の石英

の大小の斑晶(大きいものは1c㎜の直径をもつ)と黒

色の黒雲母の斑晶がよくみえる.

ス苑イラインスカイライ1■行のバスは那智ノ滝を出発

後妙法山の終点まで直行登山する.進行方向にむか

って左側には南紀海岸｡山地の大パノラマポひろカ室ゆ

右側にはおごろどころ紀露頭秘みられ葛串うしるをふ

りかえると凶の中腹紀かかる那智ノ滝をな秘めるζ&

カミできる固

さて露頭か密は篶めよう誼蝸劣後しばらくの間は

熊野層灘最上部三津野螺層の着荷が鱒蝸する串おも熔

みられるのは多妙板状の細粒砂岩で一部に砂岩泥岩互

層もある誼部分的紀かな聾擾乱してい蕃宙この小概

模の擾乱は熊騎酸陸岩類の噴脚軸もなりてその周辺

部セ形成巷れ花もので嗣岩類と熊野層灘些の境界部付

近にはよくみられるものである曲逆鮎･う&それは

酸性岩類の露顕熔遊づいた拙'うご&の指標で勘蕃甜

バスのなかから境界部をみることは不可能だが“1500"

模しきのあるところ付近をさかいにしてそれより上で

は終点まで花陶斑岩カ耀出している.ここの道路切割

ではそれの風化状態をみること坪できる.大きな玉ね

ぎ状の風化を示し(それぞれ数10cm～1m前後の直

径)遠望すると大きな円礫がつみかさなっているかのよ

うにみえる苗

妙法山のバス停からすぐに石段をのぼると弘法大師

42才の開基といわれる古色をおびた阿弥陀寺が姿をあら

わしてくる.そのそばには山上レストセンタｰがある.

ここからの眺めは実にすばらしい.纂24図の写真はそ

の一部で串り←かも小雨のふる恋かであったもので実物

一磁犠凝縮艦籏携繊稼繍鎖搬脇鯛

,灘

一,藍一曲

霧曲

紬機輔榊

徽鱗

葦姜董.

第25図1!ストセンタ榊から⑳殖雛ぬ

汰純綿轟鯵嚢亀熔積側絶茸め弊竿箆雛蘇緩一新川一�
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第26図瀦鱈独赫逓鰭鰯'鰯箆

ははるか濃ぷい苗蝸0度鴬を護細す詮海の方樽触か㌘

て左㍗方から郡饗川左樺⑳花鶴斑岩の{一一字久弗

の岬一一親饗ノ浦一騎蹄の鵬一一決地準島一一再ノ鼻

の半島を一望するご肋畑慈鳶,漢花花陶斑岩の凶⑳

高く急斜する有様と対照的に第三紀層の山のより低く

かっこまかくするどくはきざまれている推よりなだら

かな様子注意してみると何枚かの平坦面が海にむかっ

て高さを減じながら配列されていることもわかるだろう｡

ここから急な歩道ぞいに天蒲一色川間のバス道路にで

ることもできる(そのバス道路では三溝野鼻層がよくみ

える)カ茎ここではやはり観光バスのコｰスにしたカ茎お

う.登山道をひきかえして次にとまるところは那智山

である.高v'石段をのぼると熊野郡智大杜と青岸渡寺

沸ある.那橡大杜はいうまでもなく熊野三山の一つ

として古来有名でありまた青岸渡寺はその歴史を古く

仁徳天皇の時代までさかのぼることがで巷るといわれて

ひ

1幾淋1

�

簸鰯

る語

いる.少し早目紀バ矛停晦他藩か免し匁

二乏㌫よ簑蕊鱒㍗簿

ここに露出して泌篇愁のは平行繋鯉秘

よく発達している板状の淘汰のわるい泥衡

細粒砂砦であポ層理爾瞭慾顯添は減すを

植物の破片か多数ふく巌批曲喝の嚇み島

れる.また抄管もみ焦れ駈熊野層

灘の三津野累虐庭属す蕃溝海成⑳地煽湾勘

辮轡山一郷智さてパスは来施遺熱鵜楢川ぞ淳惚郷

橡へ副薄かえ方途中露頭は齢畿塑蕊噂獅噌,上葡

と同様に三津野累層に属する砂岩や砂岩泥岩互層がとこ

ろどころにみられる.那智川の左岸の{では下の方は

三津野累層だが中腹から上で急にきりたってそぴえる

ところは花闇斑岩である.那皆川の河床をみていただ

きたい.砂防ダムか何段もあるかどれもこれも花筒斑

岩の礫でうずまってv･る.侵食作用によって急な山腹

からころがって流れてくる礫の量がいかに多いものかを

みせられる.

那橡山と那智駅のほぼ中間の位置で那智川と妙法山

とにはさまれた地域では銅が採掘されている｡ノぐスの

車窓から小高い{の上に鰯O図のような鉱山の選鉱場

秘みえるはず想苗鉱山は三菱金属鉱業株式会杜の妙法

第研鰯沸饗泌パ第縛留祷村滋⑳滋総笏側翻嚢

隻津灘鏑掘上離の綴撚瀦衡繍繊餓瀞

簾鑓図化簡斑岩･からなる'郡皇曽川崖捧め一{

第扇薗=鶴野図の麟頭の㌫部

堺行繁理カま主く見える一�
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織1灘1鱗灘11駿鱗灘鉦鱈

鉱藻所という.第20図の地質略図にしめしたとおり

妙法山のまわりの熊野層群とくに三津野累層のなかには

鉱脈がたくさんできている.鉱脈の大部分は黄銅鉱･

黄鉄鉱｡石英｡方解石などからできている.'これらは

中新瞳後期熊野酸性岩類の噴出にともなって形成された

と考えられている.採掘の対象となっている鉱脈は一

部妙法山の花闇斑岩の下にもぐりこみかつ同岩によっ

ておおわれてv･る.

那智川を下流にむかうほど三津野累層の下部の方が次

第にあらわれてくる.井関と川関とのあいだの大きな

カｰブのところに道路際の崖にあらっぽい砂岩が出てい

る.この砂岩は三津野累層最下部の砂岩であってこ

こより那習駅に率る間の左:岸の山では下の方に小口累層

最上部の泥岩層井腹より上に三津野累層が分布してい

る.上記の最下郡の砂岩は那智駅の北東側の那智ノ浦

の海岸にふたた叫あらわれている.わずかな距離だか

ら砂浜の海岸風景牽たしのみながらその崖まで行って

みるとよい.

那摺駅から南方には三津野累層は全く出ていない邊

第叩幽妙濃鉱業所秒轡鉱鑑≡

小口累層だけである.さきにすすむ前に三津野累層の

特徴的な岩相について少しふれておこう.ただしこれ

ほ観光ノレｰトから少し脇道へそれなければみられない.

妙法鉱業所付近の谷ないし那智･色川間の道路が適当だ

ろう｡

量灘野累掘にみら拠る特徴的な岩相前号で熊野

川沿岸熊野炭田付近の三津野累層のことを簡単にのべた.

そこでほ最下部ないし下部に炭層がはさまれているが

妙法山付近では炭層はみられない由また前者では垂直

的に変化する岩相一砂岩｡砂岩泥岩互層など一は水平的

にはよく連続するカミ後者では岩相は重直的にも水平的

にもよく変化する｡砂岩層の一部は厚さ10～20皿で比

較的よく水平的につづくが多くは多かれ少なかれレン

ズ状ないし襖状にほう縮する(第32図).妙法山付近の

著しい特徴は角礫岩か非常に多くみられることである.

その一部には第33図のような局部的な初生構造と考えら

れる乱れ一異常堆積一がみられる.負礫岩の部分では

一綾に乱れがはげしい.この乱れほ後成的な変形によ

るよりはむしろ鋸34図のように乱れている角礫岩と平

常な互層とカ重大きな互層をしめすところもあるのでや

はり初生的な構造一乱泥流ないし海底地すべり紀よ歪

錦32圏妙渉鉱樂所選鉱揚代遊の三津野銀薦�
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策35図三津野累層最下部砂岩層と小

1コ累層上部との走向僚斜のちがいを示

す(ステレオ投影眉尾元原図)

りj･1コ累層上都X三津野累層最下部

匀

一とみた方がよいだるう詣

皇灘野累燭と小日魏屈占の関係筆者は以前し

らべた結果から両累層の関係を整合と考えた.当時妙

法鉱業所でこの地域を詳しく調べられてv'た石尾元氏は

その後両者の走向傾斜にちがいがあることから両者が軽

微な不整合関係にあるという結論を下した.この問題

についてはその後筆者も詳しv'調査をおこなっていない

ので果たして整合か不整合関係かについては何ともv･

えない.今後この付近を調査される方があれぱはっき

りと解決していただきた〉'ものである.

S囲j並･窺碓･那留図巾甚且也滅

妻葦誓之奪･靴三

菱萎嚢灘1

1薫諜祭欝慧

..､..;,∴｡竃一.野

数

勝展

･擁浦小

§累概群

一層泥古

層累層

㈹議欝

地鰯の名前についてこれまで筆者がのべて

きたように筆者な熊野層灘のなかの細分地層名として

どの地域に対して三津野累層･小口累層という名をつか

っている.これらは熊野層群の堆積盆地のほぼ中央部

を代表すると思われる地域の名をとったものでありそ

れぞれの延長に対してどこでも同じ名前をもちいて地層

をよぶ結果である.那智を中心とした地域につv･ては

三津野累層を那智累層小口累層の敷屋雅泥岩層(次姉

参照)と筆者がよんでいるものを勝浦累層とするよび方

もある.この地域に関するかぎりその万カミピンとくる

｢

一蓬

篤37図勝浦湾内外の略図

のでつごうのよいよぴ方でありまた決して間違いでも

ない.ただ筆者は熊野層群全体をまとめてあつかう場

合に便利なので三津野･小口雨累層の名をつかっている

だけである.

勝浦一湯川付近この地域に露出する層は大部分

小口累層上半部の敷屋漉泥岩層であり一部にその下位

の下里砂岩波泥岩層の最上部か顔をのぞかしている.

これらを一べつするだけならぱ最初にのべたように勝

浦湾内外の遊覧船にのるだけで十分に用カミたりる.

さきにのべた三津野累層最下部の砂岩(浜ノ宮砂岩層

ともいわれる)の下位でほ敷屋泳泥岩鰯の砂質泥岩(漉

泥岩)沸傾斜20｡～30㌣次第に南方へ下位となりながら

勝浦付近までつずいている.天満1の町の裏山には鉱化

帯カミあらわれている.これは汽車からもよくみえる.

高さ100m近くの砂質泥岩からなる崖だが高いところ

に黒味をおびた岩石カ三ごつごっした感じで露出している.

これが鉱化帯(高原本鋸とよぱれるものの延長一繁20図

参照)だ.崖の下の方は黄灰色をしめしている.こ

の色は風化色だが鉱化されていない部分である.

勝浦温泉は白浜温泉に比べるとはるかに規模は小さv･.

第絵図'麟滴労蓬散村逝の敷墨換瀦潜摺�
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.'､於1瀦舳さみ

4一棟挑中打｣縄{“砂岩

←畷理繭;^)

J榊ラ1朴帥ψ一

ラ…ナ1ま負少おどる1

第41図

第40図敷屋搬泥岩層の互層の

｡,状態を示す模式図

の砂質泥岩なので風景(とくに色彩)の点でやや劣る

が中央に中之島を抱いた静かな湾内外海に面し海崖

のきりたつ小島｡岩礁にとむ湾外の海岸の風光はともか

く一度みておいてよいものだ.狼煙山公園の展望台に

のぼれぱ妙法山をはじめ海岸山地をひろくなカミめるこ

とができる.

敷屋漉泥岩層は陸地内の風化した露頭では全く塊状で

走向傾斜もはかれないようにみえるごとが少ない.し

かし海岸の新鮮な露頭ではほとんどの場合にきれいに成

層している.その1例を第38図にしめした.近よっ

たところの写真淡第39図である.遠望すると泥質岩だ

けと思われる場合でも成層している時にはたいてい第39

図のように細粒砂岩～微粒砂岩の薄層(O.3mm程度～

2-3㎝厚)を10-40c㎜おきに規則的にはさむ砂質

泥岩だ.もっと詳しくみると模式的に第40図にしめし

たように砂岩薄層の基底部はきわめて明瞭に下位の砂質

泥岩とさかい.されるか上部は比較的急激に砂質泥岩に

漸移(級化成層する)している.

遊覧船で湾をまわる場合≠ノ島付近に近づいた時に

ちょっと注意していた抱きたい.第20}7両区にしめ

してあるが急に砂岩カミ増加してくる.これほ船上か

らながめただけでもすでにわかる.この部分は敷屋漉

←刊肋面

へ砂阯ラ…ナきj)めて多い､}さ泥岩

こ州ナ近に袴握の走胸と

,鮒芋壬示す

夏山雀島海岸にみられる異常堆積(下里抄砦換泥岩屑最上部)

聯鶏鰯

1激麗搬瀦幾層

1ノφ､

十■

⑤

一回

�

1･ト巌憶

ゾ∴鱈

@二㌧一一一.一一二=一..一一

･⑱■｡腐蕩三磐ふ

雛二11;く結㊧

馳､､二ψ禽

Φ紬〆

⑧〃･･

づ棚短榔納㌶.お増⑧

第42図湯川一勝浦間の道路切割でみられる敷屋淡泥

岩層中の角礫岩

泥岩層でなくその下位の下里砂岩波泥岩層とよばれて

いる部分の最上部である.さらに南では急に傾斜方向

が逆(南へ倶斜)になる剖背斜軸の存在をLめしてv'

る.さらに南下して港外の｢紀ノ松島｣付近でほその

背斜軸の南側にふたたび敷屋漉泥岩層があらわれてくる.

下里砂岩波泥岩層の最上部は海岸ぞv'に湯川の方まで

露出している.その間雀島とv'うところでほ(ただ

しここに行くのは大分不便で湯川温泉の付近から山越

かあるいほ湯川駅から鉄道線路に歩かなければならな

い)第41図にしめすような異常層がみられる.図中

でとくに側の層理面のところは一見不整合と思えるよう

な様子で.ある秘周囲を調べると結局とくに㈱の部

分の走向傾斜花けが異常であるいわゆる層間異常の現

象ということ淋わかる曲

異常層はそれ想けでなく敷屋漉泥岩層の棚推冷み

.られ私それは勝浦淋ら湯川にぬは一為園遺沿淋の郵割

であ私そζでは鶴毒鰯のぷうな角礫砦跡露出し榊･

る彗ζの鏑襟渚(湯川襟砦ともよばれ添いる)々部命

は全体として鐸乱してぺ季1天蒲から湯川ひ流る順

国道(錦刎鰯で繊線湾杉･れてある)ぞ々唯一ふりょ戎露出

しているか地質図上にこれの分布をv'れると幅(水

平距離)200血内外傾斜方向に約800㎜程度つまり厚

慈300獺前後詮誇免られる曲傾斜方向の本衆の延長に

ついては抽からないがその岩質や擁泥砦申のはいり方

からみて堆積当時の海底谷胸の堆積物では紬'かと考

免ている､

天満あるいは勝浦&湯川駅商の道路ぞv准憾慧れを

のぞいては北紀郷一3ぴか花むく激震波泥岩層の砂質泥

岩赫露岬している∴

寧久弗海灘字久井海津はふつうの観湘ル岬トには

いっていないので行くのカ峠キ不便だ由勝浦から鉄道

華るいは新富行?バスで行くζ些一紀なる｡串本衝方の

熊野層灘の基底部抽ぷぴ基盤の牟婁層灘をみる時間的余�
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策43図耳ノ線'脇付近地質略図

一

�
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花灘繊霧ノ舷釧獅

一帯

.一

敷みデ､㌧

淋帷拷嫡.'

裕のない人紀行くことをすすめたい.

字久井･郡複両駅の中間の狗子川駅の東方海岸に熊野

酸性岩類の花筒斑岩カ茎露出している｡この花闇斑岩の

東側にはいきなり牟婁層灘が広く顔を出している.ほ

とんど垂直に近く立っている乱れた砂岩頁岩互層を主と

している層である.字久井の海岸ではちょうど駅の

真東に小さな岬があってその基部には牽璽魍騨が出てい

るがすぐにそれを斜交不整合関係におおってまた一部

断層関係で基底部に角礫を少量含む中粒砂岩層カミみられ

る､注意して観察するとCα伽伽励肋榊加伽(巻

�

貝)"6加0欄V伽伽伽肋(二枚

員)などの貝化石が:散在してv･るの

がわかる(少し時間をかけると殻が

ついたものを採集できる)この砂岩

層は宇久井砂岩層ともよばれている

溌岩相からみて下星砂碧派泥砦

瑠の装底部の砂塔の延長と思われる｡

第店回軍ノ錦手旛狙南側の海岸

側(北側)秘下位である

地周二は糞権1篶てv､て左

第仏図

層の典型的な岩相

ところもある.

斜ポあり

られる.

付近までほ敷屋瀦泥岩層が巨視的には南を下位にして露

出する.太地から下里｡浦神をへて下田原付近までに

は下位の下里砂岩波泥岩層カ茎複背斜の軸部に露出する.

下田原｡古座間ではその複背斜の南翼の敷屋漉泥岩層が

分布している.

第46図

太地口耳ノ銀一古座海灘

湯川の南方太地町から下里｡浦

神をへて古座にいたる間はあまり人

にしられていないところである､

多くの観光客は素通りしてしまうだ

確砂岩換泥岩ろう.しかし地質の面からみると

もし余裕祁あれば晋ひ見ておきたい

この間にはほぼ東西方向の大きな複背

ほぽその中央に軸にそった方向で大岩脈がみ

北側から汽車の駅でいうと湯川から太地駅

姜取崎とよばれている曲絶壁の海岸だが歩道ポついて

搬いて半島を一周することもできる.この半島でみられ

るのほ劇こ30㌧4ぴ傾いた主としてあらい砂岩層である.

下里砂岩雅泥岩層の一部に属する.

下里を中心とした地域にも砂岩の非常に多い層沸みら

れる.この層はかって下里層群とよばれ始新憧のも

灘

蟄

耳ノ鼻半島商側の逆転属ハンマｰの頭の少し下のをξ引ζ斜め

に旧西のある層理面がみられるその右下方一ζむかりて級化成層

するが左上方には明暗な層理面淡みとめられる

第違禰

簿滋灘鵜欝紡鱗衡滋=施…

背斜軸の軸部�
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層の特徴がよくみられのはやはり海岸である.少膚歩

かなかれぱならなv'カミ浦神の南側の耳ノ掛半魁の海雌

カ重もっとも適当だろう.同半島でみられる下里砂岩波

泥岩層には何枚かの数m以上の厚さの砂岩層もあるカ㍉

大半は箆44図に示すような砂岩｡砂質泥岩の1種の互層

である.すなわち敷屋沸泥岩層の砂質泥岩と数10

Cm犀の砂岩とカミ互層するような形をとっている.耳

ノ鼻半島へは浦神から渡船を利用して渡ちことができる誼

また耳ノ鼻から少し距離ほあるが下回原まで海岸ぞいに

歩くこともできる(ただし干潮時カ三よい).'その海岸は

外海に面して男性的な海岸である.耳ノ鼻の付近では

挿造か多少複雑で何本かの背向斜軸淋とおっている･

ちよ筆き複背斜の南側の鴛斜軸(らく淀の背の工っのご

ぷ)'鴬熱たるをころだがその両翼はあ淀るをζるでは

地層沸慾箒咳て逆転している(翻婁砺蝸鰯参照).

献難敵馳泌では地馳いち鵬しくもめ小

規模瞬繍繊欝鳩(翻τ鰯)由

捕勲帖瀬卿蝋る錨糠馳㌔紀は大岩鮒み

脇討､班確証批如一蝋細花むく聯状岩

床(嚇蝉黙はぱれ紗で堵床の大鮒離

=灰岩がらなるが･㌧部花筒斑岩もみられる.箭母め第一

16図ですでに示し怒ふう紀凝灰岩獄風化して慈勅めて特

徴ある尖塔状の形をなりその形の上から坊主君とよば

れたり蛮花鳳化繭憾鋤慧ぐつ淀ぷうな細かい閲凸をし

めすζ肋沁繊喰渚詮忠よばれ淀りする｡凝灰瀞は新

貫唯一

瀦猫灘礪稽繊寧牽雅鱒猪弧駿鎧雛濯鮒一繍翼鑑瀦繍簸搬

岩(Gp)と過晶質黒雲母流紋岩(災p)との境を爺す

燃

繍↓s

弼獺/､(､､“

第51図大岩床を中心とした南北断面(模式図)

鱒なところでは暗緑色をしめし粗粒である.泥岩のパ

ッチを多量にふくむほか赤いザクロ石の結晶を多量に

ふくむ.風化しているところではザクロ石をとり出す

ことも容易にできる.花闇薙岩は那智ノ滝付近のもの

とほぽ同性質のものである.凝灰岩のあとからっらぬ

いたことカ茎わかっている.'太地町の市街地のはずれに

露出するこの花陶斑岩の延長部は古くからアルカリ長石

｡石英を容易に分離して採集することカ§できるので有名

である.最近東北大学の河野義礼教授の研究室でこの

花闇斑岩中のアルカリ長石についてK･Ar法によって岩

石の年令を測定したところ17×106年という結果を得

た.この数字は地質学的に確定した噴出時期一中新世1

後期一とよく一致している.3岩床の2つの構成岩類栴

互間の関係および熊野層群との関係カミ露頭でみえるとこ

ろは少ない.観察できる少なザ･例の一つが古座川沿岸

である.古座駅をおりて古座川にそって上流にむかい

約2㎞古座川が西方に大きくカｰブする付近の道路

切割でそれらの関係沸よくみえる(第4950両区).

最後に太地一宮座間の模式的断面図を爺しておこう

(第§噸)珀

摩漆掻噺心とレ笈

ザ本州の最南端潮ノ岬料台橋杭岩綿本節大島勝一

よいの巡航船Jな碁の宣伝添ぷ一くい藷些肌㌔ているせい

か混集の勝浦添の那饗をならんでいっも観光客秘

絶蒐るζ肋峨帖一､観粉核燃めるを､潮測撃橋杭

堵密約五鱒閲加分知漢細ゆてくれる甜一､潮列榊東悠あ一

馬大島は串本から巡航船紀伸をとりもってもら勅ないと

渡れない曲'冷あ変り観光客添多くなくのんヴりと

本州繭端の嵐最を彪のし沙こ肋婁で巷るあごる想肯

衝護わりの汽窺潜行くを熊本の約20分予前⑳開平

､(幻鮒鹸蜘蝸嫡轡みえば嚇(前号剃

鏑餓薗商滋鮒寧灘嚇欝滋滋淡幾燃⑳滋･寵蟹黒嚢簿流紋岩

(酌)と繍野層麟(翫d)との境を希す�
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図参照)東まわりの汽車で行くと古座を過ぎる付近

から大島橋杭岩その向う側に潮ノ岬の台地がみえて

くる.

潮ノ岬は典型的な陸螺臨である.もともとは潮ノ岬

は浅瀬をへだてた島であった.串本市街を歩くと西海

岸ぞいに泥岩からなる小高い小さな山カ葦北北酋ム南南東

方向に点々とみられる.これらはもともと岩礁の列で

あり砂を運んできた強い潮の流れカミここでせきとめら

れて砂を堆積させた結果潮ノ岬か本土とむすぱれてし

まったのであろう.串本市街はその砂地の上に発達し

ている.この過程は第54図に示したこの付近の空中写

真をみればよく理解できる.現在そのような岩礁の列

の役を果しているのが橋杭岩である.本土と大島との

間の仲をとりもちそこなったような形で橋杭岩か大島の

方にむかって細長くつきだしてv･る.白っぽくにごつ

た流れが橋杭岩にぶつかって南の方にまカ三りさらに大

島にぶつかって東の方にまカ三って行く.やがてはここ

に砂雅堆積し巡航船の助けをかりなくとも自転車で大島

に渡って行けるかもしれない.あるいは砂地となる前

に橋杭岩が侵食のためになくなってしまうかもしれない｡

いずれにしろ地質屋以外の人にとっては気の遠くなるよ

うな遠v･未莱の誘である.

第即納付近僻中細(国土地理院の空中耳即よる)

さて請のついでに橋杭岩から説明しよう.

橋杭岩は典型的な岩脈である.この付近一脚こみら

れる暗灰色の岩石は古座付近勝浦付近に分布するも

のの延長にあたり小口累層の敷屋漉泥砦層に属する砂

質の泥岩である.橘杭の海岸では約1000m以上の長さ

で紫蘇輝石石英安山岩の岩脈カミこの泥岩層をつらぬいて

いる.岩脈はもともとはつなカミっていたものだが侵食

作用のため牢けずられて現在では大小の岩が橋の杭をな

らべたような形になっている.天然記念物に指定され

飾噸搬確地蟻姦搬繊側蟻独幸一,

鱗1騨,繋

繋嚢≡,

饗

…蓋

轟踊1/…

議､一1離鍵1=

轄､轟･萎

紬姻

犬島邸杭靭鏑一禰㈱のむこ=棚に湖ノ岬禽肋一秒み汚

輝村滋から戸子�
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垣黎文象花畑擦r

雛籔織脇:

楓箒㌶猟詳､∴1則､ぷ二二瓢ら鴛㌶

繧

竃

固

≡1御

一つ

於

ている岩は全部で43ありそのうち跳のもの虹名前がつ

いているそうである.満潮時紀は陸地から海終触かり

てまさにこれらが橋杭のよう紀突出している犯すぎない曲

しかし干潮時紀は橋杭岩の両側の泥岩層からで曹ている

浅瀬が広く陸上に顔を出し弁天鳥をよぱれるもっとも

大きい岩(とv･うより小さな島)蜜で泥岩の上を歩いて

行ける･一陵のふつうの露頭では風化の危め1ζ障りき

りとはわか島一触'泥岩層の諸特徴秘ζごでよくわかる

ほか橋杭岩の渚脈梯その泥岩層をムらぬいている様子

が実によく観察率慧る冒地質見学を旅行の員的の五つ

とする場合肥寧澄ひ平潮時をねららて橋枕砦に行くご

とをすすめ従い二

､

工

鰯.……

�

歩いても大したご&はない出

歩く場合熔は海溝ぞい熔行くの

淋よい､橋杭岩の根元紀みら

れるのを同じ泥岩ポ海津紀露出

している曲砂浜の訟鷺るには

浅い砂底にすむ黒潮系の二枚貝

カミ何種類もうちあげられている.

串本から西方へ海岸を行くと汽

車の駅で2っ目田並までの間

は熊野層禅の泥岩砂岩が広く

みられる.もっとも第55図か

らわかるように次第に下位の

紅層をみて行くことになり躰

から直線距離で約1.5友血のと

ころで敷屋漉泥岩層から下位の

㎞下里砂岩雅泥岩層に変る.串

本一蘭並閥は鋤層の厚呑にして

2000猟以上紀達するか岩相は単繭であり交通も非常

紀不便なので&く組みるには抽よはないだるう串

ご刊壬次の壌魚だけを簡単組紹介して潟ζう芦

その五つは泥詣⑳な紐⑳他項である語同層の泥岩を

少し注意深く観察するとどこでもしばしばみられ審もめ

であるがその五例か串本市街の滋はずれの海岸の露翠

(敷屋沸泥岩層)でみられる由第鵬鰯はそこでみら仰

る生痕化石の五種類であり詳しくはわから紬功菱多

毛類の排漉物と考克られる剖串本町の両端鏑浦海津

凄で行くを下里砂岩沸泥岩層の泥岩のなかに縞簿鰯紀し一

めしたような化看がみられる苗ζれも多需類の巣來頂

齢るがζれは白浜温泉付近の中新統からしら杓ている

概曲1

鱗

鞘灘淵｣�
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手前は敷屋漉泥岩層の泥岩

To∫σZo湖5肋〃HataietKotakaと同種と思われる.

そのほか貝化石は非常に少ないが小型有孔虫化石はか

なりふくまれている.よくみられるものは③6z舳一

刎伽(シクラミナ)とよばれる種類であるが直径数

mmだからよく注意しないとみおとしてしまう.

もう1つは有田の海岸でみられるいわゆる層間異常で

ある.この付近の層は下里砂岩波泥岩層に属する

ゆるく整然とかたむいた砂岩｡泥岩の互層(第61図)で

あるかそのなかのごく一部に著しく榴向変形した部

分カミ10mほどの厚さではさまれている(第62図).

この部分だけをみるを田並西方に広く分布する1時代前

着側の山地は大島

の牟婁層灘と区別がつかないほどのもめ方であるがま

わりをよく比べると下里砂岩波泥岩層堆積時の海底地

すべりによって生じた局地的変形であるということカミわ

かる.この露頭は有田駅から道路ぞいに海岸に出てさ

らに海岸を南西方に約400m位行ったところにある.

華､第脇鰯繍擦付滋の遺踏切翻勢総鰹繊吹る敷慶繊瀦幾鰯

潮ノ岬には塩基性･酸性の諸種の火成岩類が分布して

いる.両者ともに熊野層群をっらぬいておりとくに

酸畦岩類は那智以北に広く広赫る熊野酸性岩類の主部と

岩質的にもよくにている.塩基性岩類は室戸岬の突端

に小分布するものとよくにた岩質をもっている.両地

傭本酒海津ρ敷墜漉瀦腎馳

鯛鱗繍蝉馳鰯灘功ぬ榊嚇蹴

弼鰯識卿紳繍鞭擁㈱隣あ聯繊鵜ヅ�
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第6i図有岡海:岸の下星砂岩撚据篶層

欝餓閲宥

域の塩基性岩類は西南目本外帯を通じて数少ない例に属

するタイプでありかつ両地域でともに長く南北にのび

た半島の先端に位置し興味深い性格のものであるが

その地質学的意味はまだ十分にはわかっていない.

さて串本を出発した車は岬の根元のところから平坦な

台地の上へ上って行く.台地の上にはあちこちに村落

とみかん畑かあるだけで露頭は1つもない.潮ノ岬の

終点も台地の上にある.観光タワｰ灯台にのぼると

太平洋の南はるかかなたを眺めることカミできる.

台地の下つまり海岸におりると至るところ露頭であ

海岸の部にみられる層間異常

る広川治技官の研究によれば潮ノ岬の火成岩類には

全部で次の8種類カ…ある淡この付近に広くみられるもの

はそのうち最初に貫入したもの一変質輝緑岩一である.

潮ノ岬火成岩類の種類

:簑灘通輝聯/A塩基性岩類

1鶴欝嚇岩ないし閃緑岩r(嘉霧ヒ職に

.紫蘇輝砺英安山岩し

･眉英斑岩B酸性岩類

･文象花筒岩

･輝緑岩C岩脈

第6ら図斑晶状斜長石をふくむ角閃石普通輝眉斑梅岩

(萩尾南西海岸)

鏑雛鰯鈎灘状と滋りてい蕃義蟹鰍繕幾(出嚢鶴歯)一

策66図鶴本市酉ガ海津に露出する砂岩礫着互層�
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なおこれらは大藩く宥側紅示したぶう紀漢&め為ζ

とができ.A昼･Cの順に貫入したと考えられている一

この岩石は一般に暗緑色ないし帯青暗緑色をおぴてい

る.一般に細粒綴密であるが灯台付近では斜長石

斑晶がみられややあらめのものカ§みられる.そのほ

かこの付近では白っぽい文象花嵩岩の岩脈さらにそ

れを頁ぬくごく小規模の最後の活動の所産である輝緑岩

岩脈(第63図)がみられる.

串本から潮ノ岬台地の東側をまわると出雲というとこ

ろまでは簡単に海岸の道路ぞいに行ける.ここでは

出雲にむかってまず礫質岩(後述)が露出しすぐに

紫蘇輝石石英安出岩悠褒る曲この岩石はさ慧虹のべだ

橘杭岩をつくるものを同種でありコ灰白亀津しめレ荷

英斜長有な塚の灘晶淋属並りてい叡遺跡⑳巌では大

小さまざ漢な形の頓化し淀籍飽の泥岩(敷屋漉泥岩層の)

や変質輝線砦の捕獲渚をともなりてい局の淋みられる理

さらた南東側晦は文象花繍砦ぬつらぬかれている褒質

輝緑岩(灯貸付近のもの養嗣岱)1角閃看普揮輝点斑繍

岩㌃閃蹄岩1欄雲付近の文象花陶岩洲煩次露出している甜

以上の壌滋㌶刻亭出ていない砦宥が護想姦種類あるが

とれらをみる淀め紀は山道を遠く鋳いて海溝熔お妙なけ

ればなら卿'由諜}くは贈奉地質輿幅を参照してい把

だくこ訟紀トてζこでは省略す孤

簡単蛇行は萄ぷ恐るではも篶㌢聯"物㌣賊擬

の西側の潜燦(出雲に行ぐ海岸め反対側)かある.こ

こには海岸ぞい紀批瓢近くにわ花って礫岩曲砂岩が露

出している.これは出雲へ行く道路の最初のもの蓋閥

じである秘一ζの砂燦群は付近一帯の堆積岩類のなかで

ぽめずらしい岬抽る一一機をよく調べ洲棚多

く石英斑岩の類秘ふく繁れ仙喝こ&秘おかる由三本土

側にほこのよ誉な顧藷な砂礫岩層はみら枕ず塞化孤宜

していてはっ巷算レ狂偏位学的関係瀞わからない洲多

分散辱漉泥岩層の閥紀は奮談れ科鴻ものあ誇免一られ駐

しばらく海溝を衝ガ紀むか簑をとこ喜塚こるよくもめ

下v'るζ島に気付く堀一部では第飲鰯熔しめし花よ嘗

なごく小滴模の籟碑構猪もみられる曲鴛のようなもめ

た構造は一前熔⑳べ地郡捜山付近の揚含と同様火成岩

類の貫入にともなって付近の層が局部的に乱された結果

である､

今蜜で説明しなかっ花がついでぽ岬のつけ根のと

ごるがら台蜘ωばるパ黒遺跡を抄し行りてみ為はい曲コ

抜道の鎗串ぎ火成砦類(褒質輝緑岩)が海津でみ免る

錦三紀層をつらぬいているのがみられ為邊

爽勘一は1挑ん竺全島嫌蘇輝看有英安田砦から構成され

ている岳そのほかはわずか熔巡航船の船讃場の付近そ

のほか数力所にその貫入時の熱の影響をうげてかたくな

った敷屋淡泥岩層の泥岩が露出しているにすぎない.

大島には京都大学の付属植物園｡樫野崎灯台･トノレコ記

念碑があるが島内の交通も比較的不便で地質見学だけ

のためにわざわざ巡航船にのるにもおよぱないであろう.

最後に串本を中心とした地域の地形についてふれて

おこう.今までのいくつかの写真でおわかりと思うが

この付近では何段がある段豆地形がすぱらしい.とり

わけ湖ノ岬台地と大島の地形のちカ茎いが目につく.第

68図は高さ40㎜50m60mのそれぞれの面を示したも

のである.湖ノ岬台地の主部は60独の面によってひろ

く為潟めれているが大島の尭部はもりお高いしかも

卿凸⑳藷しい地形を示してい蕃､簿晦の繭二はごくわず

か熔そ⑳串史東部に発達している記すぎない韮しかし

閲凸のある山頂部も全体としてつらねれば乎鋤ζ近くな

蕃朝いりぽう第53図をみるをわか葛よう紀轟本市衝の

後曹地紀もいくつかの段丘繭沸発濠してい蕃珀このう

ち商いものほど凹凸が著しい由'大島ゆ室部の地形はこ

れらあ&も紀はっきりし花段丘面以前妃形成され花段猛

繭秘解析養れた結果でき花ものであ蕃埋

(つづく･)(繋翻総髄赫)

鰭繊鰯

一錦輔鮒

海難繕み島

虹義小鯛餓�


